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おいて規定されている。2005 年に「第 4 回世界女性会議（北京会議）十周年記念会議」の開催






















































































































格をはく奪した（9）。2018 年 1 月 14 日には中国の教育部が、陳の学生に対するセクハラを一切容
認することができない、として同大教授の身分と、陳が有していた長江学者（10）の学術称号もは










た。中国共産党の機関紙『人民日報』（2018 年 1 月 13 日）は同社のソーシャルメディア版を通
じて「沈黙を破り、勇敢に不（NO）と言おう」と題し、大学キャンパスでの教員によるセクハ




























































（ 1 ） 中国語でセクハラは、“性騒擾”という表現の他に、“性侵”という表現もある。
（ 2 ） 趙・徐（2011：49）は、セクハラ被害は女性に限らず、男性に対するセクハラ被害も生じているこ
とを指摘している。その上で、法律においてセクハラ被害を女性に限定している現状を改めていく必
要があると指摘している。
（ 3 ） 同じく中華女子学院教授の劉明輝は、地下鉄を管理する組織に対して言及し、社内でのセクハラ事
件を防ぐための防犯制度への取り組みを強化することを指摘している。「上海地鉄微博称“女性穿太
少不被騒擾才怪”引熱議」（『中国新聞網』）2012 年 6 月 26 日　来源：法制日報
  http://www.chinanews.com/fz/2012/06-26/3985319.shtml, visited 2018/12/29.
（ 4 ） 中国で「#Me Too」は、中国語「#我也是」の表現も用いられている。
（ 5 ） アメリカのハリウッドで、映画プロデューサーによる女性へのセクハラ騒動が報じられるように
なった際、女優のアリッサ・ミラノが Twitter で「Me too」という表現を用いて、同じような被害
を受けた女性に声を挙げるよう求めたことから広がりを見せるようになった、との報道が散見される
（例えば、北村豊（2018）「中国の名門大学を騒がせたセクハラ告発運動」（「日経ビジネスオンライ







ことにつながっていくと語っている。タラナ・バークはこれまでの 10 年を「Me too は、特に若い黒
人女性に向けて、あなたは一人ではない、ということを伝えるための運動であった」とも振り返って
いる（Alanna Vagianos2017）。
（ 6 ） アメリカ国務省が 2018 年 4 月に公表した「人権報告書」では、日本の職場でのセクハラについて、
依然として横行している、との指摘がなされていた。働く女性の 3 割がセクハラ被害に遭っているこ
とや、女性の平均月収が男性の 73％にとどまっていることなどにも触れ、「日本の女性が、職場での
不平等な扱いに懸念を示している」と述べている。『朝日新聞 DIDITAL』2018 年 4 月 21 日
  https://www.asahi.com/articles/ASL4 P2608 L4 PUHBI009.html, visited 2018/08/08.
（ 7 ） 日本での「#Me Too」運動については、しがらみを絶って告発を行なうことの難しさが指摘され
ている。「「#Me Too」が本格的な撲滅活動へ、米国のセクハラ文化は終わるか」（「DIAMOND 
online」2018 年 1 月 19 日）https://diamond.jp/articles/-/156387, visited 2018/08/15.




（ 9 ） 北京航空航天大学が羅茜茜による告発を受け、ただちに調査を行ない、陳の大学院常務副院長職を
解任するなどしたことに対して、中国のメディア中国青年報は、わずか 10 日余りで驚くほど速い対
応であったと報じた。「教育部撤銷陳小武“長江学者”称号停発併追奨金」（『光明網』）2018 年 1 月
15 日　来源：中国青年報













（『光明網』）2018 年 4 月 18 日　来源：太陽網
  http://m.gmw.cn/2018-04/08/content_28250590.htm, visited 2018/08/09.
（12） 学生たちや女性の権利団体によると、中国では「#Me too」運動を支持するネット上の投稿は検閲
されているという。また、一部の大学は、同運動を控えるよう学生に警告をしているという。「焦
点：中国学生の反セクハラ運動封殺か、当局が「二枚舌」対応」（「REUTERS ロイター」）2018 年 1
月 31 日
  https://jp.reuters.com/article/china-anti-sexual-harassment-idJPKBN1 FP12 J, visited 2018/08/08.
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Abstract
 People calling about victims of sexual harassment in each country one after another with the “#Me 
Too” movement. How did “#Me Too” movement appear in China?
 The primary objective of this paper is to clarify what kind of response the Chinese society has 
taken against sexual harassment. The second objective of this paper is to examine how the ‘#Me Too’ 
movement sweeping the world appeared in Chinese society and what kind of influence it had.
 As a result, in China, in any place, including the public, it has been found that the harassment prob-
lem has occurred. On the other hand, China has actively worked on sexual harassment research, revealed 
that the law has been revised little by little. The “#Me Too” movement that swept the world led to accu-
sations of sexual harassment on campus through social media in China, and as a result, serious problems 
of Chinese education world was surfaced.
 Now sexual harassment at university campuses and public places in China is a major social issue. 
From now on, China is required to take effective preventive measures in order to solve this social issue.
Keywords:  Responding to Chinaʼs sexual harassment problems, Amendment woman interest Security Act, 
Sexual harassment problems in public places, Sexual harassment at university campus, The 
influence of ‘#Me Too’ movement
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